
平成26年度石油コンビナート等防災体制検討会のながれ（案） 

標準災害シナリオに基づく防災本部等の活動に関する評価項目の整理
○標準災害シナリオの作成

・東日本大震災の教訓及び過去の石油コンビナート災害事例、防災アセスメント指針等を踏まえ、地震を発端とした標
準となる災害シナリオ（標準災害シナリオ）
○標準災害シナリオに沿った防災本部等の活動内容の洗い出し（主に関係機関の情報共有等）
○防災本部等の活動内容を基に評価項目を検討し整理

実際に行われる３防災本部（北海道・三重・和歌山）の防災訓練シナリオに基づく評価項目の整理
○防災訓練シナリオから考えられる評価項目を検討し整理（評価項目に対する防災計画の位置づけも整理）
○実際の防災訓練に関し、主に評価すべき項目を設定し、評価計画を立てる（評価体制の編制、評価チェックリスト）

調査（7月～） 危険物保安協会 業務委託

第１回訓練参加（三重県（ 8月）） 
第２回訓練参加（北海道（10月）） 

  技術支援の実施等
   評価計画に基づき防災訓練について評価を行い、その結果を各防災本部に
 伝える（技術支援）。

訓練の参加

第3回訓練参加（和歌山県（11月）） 第２回検討会結果を踏まえた評価計画（修正版）に基づき技術支援の実施 

訓練の参加

第３回検討会  標準シナリオ訓練の評価チェックリストの作成 
訓練目的・項目・計画等ノウハウの整理

検討会テーマ 防災本部の情報共有等の機能強化に資するための訓練評価項目の検討 

第２回検討会   技術支援の結果及び評価項目検証結果を報告、その内容を審議

第１回検討会    調査内容の中間報告、その内容を審議

来年度へ向け図上訓練マニュアルの方向性
の検討
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